
 市民の皆様に多大なご支援をいただいた「市史編纂事業」もいよいよ今年度で終了となります。昨年度までに

『資料編』18 巻が刊行されていますが，今年度は，その集大成である『通史編Ⅰ・Ⅱ』の発刊を目指して，日々

その編集作業に取り掛かっております。 

 市史編纂に関わる活動を紹介してきた「市史へんさん」も，先月号で 283 号を数え，事業終了まで，あと数回

の発刊となりました。今月号より『通史編』の紹介をいたします。まだ詳細な内容はお伝え出来ませんが，興味

を持たれた方は，ぜひご一読していただけたら，うれしい限りです。 

✻ 内容区分 

『通史編Ⅰ』…原始・古代～江戸後期 

考古学的成果は小松市にとっても目玉的な史実であり， 

内容を充実させる 

『通史編Ⅱ』…幕末～平成 

市史を身近に，親しみやすいものにするため民俗学的な 

 視点(生活文化)を入れる 

✻ 内容構成 

・B５版 上製本 布装丁 貼ケース入り 

・『通史編Ⅰ』…900 頁（本文 870 頁） 

 原始・古代 170 頁 中世 200 頁 近世 500 頁 

・『通史編Ⅱ』…700 頁（本文 670 頁） 

 幕末維新 30 頁 近現代 540 頁 生活文化 100 頁 

✻『通史編Ⅰ』目次構成 

(原始・古代) 

第 1章 小松の黎明 

第 2章 農耕社会の成立 

第 3章 古墳築造の時代 

第 4章 律令国家の成立と加賀国誕生 

(中世) 

第 1 章 平安末期の内乱と鎌倉幕府 

第 2章 南北朝内乱と守護支配 

第 3章 南加賀の荘園社会と宗教世界 

第 4章 戦国乱世と一向一揆の時代 

(近世) 

第 1 章 近世統一政権の成立と小松 

第 2章 前田利常と小松 

第 3章 改作法の実施と十村支配 

第 4章 加賀藩中後期藩政の推移 

第 5章 町・村の人々と生活文化 

第 6章 諸産業の展開と農村の変容 

第 7章 寺社と信仰生活 

第 8章 文化の伝統と学問・教育・美術工芸 

第 9章 町・村の変容と近代への胎動 

『通史編』概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 284号 

令和 4年 11月 1日 

小松市史編纂担当 

へんさんだより 

『新修 小松市史 資料編』18 巻一覧 

第 1 巻「小松城」〈平成 11 年 3月 20 日刊〉 

第 2巻「小松町と安宅町」〈平成 12 年 3 月 20 日刊〉 

第 3 巻「九谷焼と小松瓦」〈平成 13 年 3 月 20 日刊〉 

第 4 巻「国府と荘園」〈平成 14年 3月 20 日刊〉 

第 5巻「曳山」〈平成 15年 3月 20 日刊〉 

第 6巻「水運」〈平成 16年 4月 1 日刊〉 

第 7巻「文芸」〈平成 18年 5月 1 日刊〉 

第 8巻「幕領」〈平成 20年 4月 1 日刊〉 

第 9巻「寺社」〈平成 22年 1月 31 日刊〉 

第 10 巻「図説 こまつの歴史」市制 70 周年記念誌 

            〈平成 22 年 12 月 1 日刊〉 

第 11 巻「民俗」〈平成 26年 3月 31 日刊〉 

第 12 巻「美術工芸」〈平成 27年 3月 31 日刊〉 

第 13 巻「近世村方」〈平成 28年 3月 31 日刊〉 

第 14 巻「産業」〈平成 29年 3月 31 日刊〉 

第 15 巻「建築」〈平成 30年 3月 31 日刊〉 

第 16 巻「教育」〈平成 31年 3月 31 日刊〉 

第 17 巻「考古」〈令和 2年 3月 31 日刊〉 

第 18 巻「近現代」〈令和 3年 3月 31 日刊〉 

✻ 5 巻は CD-R，11～18 巻は DVD 付/2･3･11･15 巻は完売 



小松市史編纂担当（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

＜１１月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～17：00(火～金)/9：00～17：00(土) 

＊     は市史編纂担当の事務局は閉室しています。 

 

『新修 小松市史 通史編Ⅰ』の調査から 

 『通史編』では「わかりやすさ」にも心掛け，各頁の上段には

本文に関連した写真や図版を掲載し，「目で見る」構成になって

います。そのため，写真の収集には，大変な時間と労力を要し

ました。画像データの無い史料は，公共機関等へ撮影に出掛け

ました。中でも，金沢市立玉川図書館にある近世史料館には，

当市に関係する近世史料が数多く収蔵され，今回の『通史編Ⅰ』

に，古文書や絵図面などかなりの画像提供を受けました。 

 その中で，紙上でも話題になった「小松城下絵図」。『通史編』

でも掲載する史料ですが，小松天満宮所蔵の「小松旧城絵図」

との比較から，北畠能房宮司が，これまで推定される制作年代

よりさらに絞り込むことができると推察されました。 

 写真上が近世史料館蔵の「小松城下絵図」，下が天満宮蔵の

「小松旧城絵図」で，いずれも侍屋敷に武士名が入ります。北畠

宮司はこの複数の武士の経歴と生没年から，時期を絞り込み，

さらに神具の倉庫が絵図面に示されていることから，倉庫屋根

裏に残されていた棟札に気付き，その記載年代「安政五年

(1858)十二月造営」とあることから時期を絞り込みました。 

 これまで史料館では，安政年間制作としていましたが，より

細かく絞り込まれたことになります。北畠宮司も複数の史料を

組み合わせて，史実が明らかになる面白みを語っており，市史

編纂事務局でも，今後，このような調査をとおして市民の皆様

に新たな史実を報告できればと気持ちを新たにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

9/29 9/30 1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 12/1 12/2 12/3 

 

＜１０月の活動状況＞ 

・10月 12 日(水) 九谷焼関係資料調査 

・10月 18 日(木) 通史(生活文化/方言)イラスト打合せ 

・10月 28 日(金) 通史(全体)部会 

 

『新修 小松市史 資料編』1～18 巻販売中 

1～18 巻(完売除く)は市史編纂事務局で，図説，考古
近現代編はうつのみや・明文堂書店でも販売中です！ 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

